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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板に実装するための複数の部品が収容されている部品収容部材が装着された部品供給
部を備えた表面実装機の部品供給管理システムであって、
　前記部品収容部材に収容された前記部品が前記基板に実装される前の生産準備時におい
て、前記部品収容部材に収容されている前記部品の部品残数が前記基板の生産に必要な前
記部品の部品必要数よりも少ない場合に、警告を告知する告知部と、
　前記基板の生産予定量に基づいて前記部品供給部から前記基板に実装される際に必要と
される前記部品の部品必要数が記憶された部品必要数記憶部と、
　前記部品収容部材に収容された前記部品の部品残数を記憶する部品残数記憶部と、
　前記部品収容部材に収容された前記部品が前記基板に実装される前の生産準備時におい
て、前記部品残数記憶部に記憶された前記部品の部品残数が前記部品必要数記憶部に記憶
された前記部品の部品必要数よりも少ない場合に、警告を告知するように前記告知部を制
御する制御部と、
　前記表面実装機の部品供給部とは異なる場所に設けられた複数の第１部品収容テープの
情報が記憶された保管テープ情報記憶部と、
　前記制御部と接続された表示部とを備え、
　前記部品収容部材は、第２部品収容テープを含み、
　前記制御部は、前記部品残数記憶部に記憶された前記部品の部品残数が前記部品必要数
記憶部に記憶された前記部品の部品必要数よりも少ない場合に、前記第２部品収容テープ
に接続するのに適した前記第１部品収容テープを前記保管テープ情報記憶部に記憶された
前記複数の第１部品収容テープから所定の優先順位を付けて選択する制御を行うとともに
、前記第２部品収容テープに接続するのに適した第１部品収容テープを前記表示部に表示
するように構成されている、表面実装機の部品供給管理システム。
【請求項２】
　前記制御部は、前記複数の第１部品収容テープのうち登録された時の最も古い第１部品
収容テープを前記第２部品収容テープに接続するのに適した第１部品収容テープとして選
択するように構成されている、請求項１に記載の表面実装機の部品供給管理システム。
【請求項３】
　前記第２部品収容テープは、所定の識別コードを有しているとともに、
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　前記複数の第１部品収容テープは、それぞれ、異なる識別コードを有しており、
　前記第１部品収容テープおよび前記第２部品収容テープのそれぞれの識別コードを読み
取り可能な識別コード読取装置をさらに備え、
　前記制御部は、前記第２部品収容テープの所定の識別コードおよび前記第１部品収容テ
ープの識別コードの両方が読み込まれた際に、前記第１部品収容テープが前記第２部品収
容テープに接続されたと判断するように構成されている、請求項１または２に記載の表面
実装機の部品供給管理システム。
【請求項４】
　前記制御部は、前記第２部品収容テープに接続された第１部品収容テープが前記第２部
品収容テープに接続するのに適した前記第１部品収容テープではないと認識した場合に、
前記告知部にエラーを告知させる制御を行うように構成されている、請求項３に記載の表
面実装機の部品供給管理システム。
【請求項５】
　基板に実装するための複数の部品が収容されている部品収容部材が装着された部品供給
部と、
　前記部品収容部材に収容された前記部品が前記基板に実装される前の生産準備時におい
て、前記部品収容部材に収容されている前記部品の部品残数が前記基板の生産に必要な前
記部品の部品必要数よりも少ない場合に、警告を告知する告知部と、
　前記基板の生産予定量に基づいて前記部品供給部から前記基板に実装される際に必要と
される前記部品の部品必要数が記憶された部品必要数記憶部と、
　前記部品収容部材に収容された前記部品の部品残数を記憶する部品残数記憶部と、
　前記部品収容部材に収容された前記部品が前記基板に実装される前の生産準備時におい
て、前記部品残数記憶部に記憶された前記部品の部品残数が前記部品必要数記憶部に記憶
された前記部品の部品必要数よりも少ない場合に、警告を告知するように前記告知部を制
御する制御部と、
　前記表面実装機の部品供給部とは異なる場所に設けられた複数の第１部品収容テープの
情報が記憶された保管テープ情報記憶部と、
　前記制御部と接続された表示部とを備え、
　前記部品収容部材は、第２部品収容テープを含み、
　前記制御部は、前記部品残数記憶部に記憶された前記部品の部品残数が前記部品必要数
記憶部に記憶された前記部品の部品必要数よりも少ない場合に、前記第２部品収容テープ
に接続するのに適した前記第１部品収容テープを前記保管テープ情報記憶部に記憶された
前記複数の第１部品収容テープから所定の優先順位を付けて選択する制御を行うとともに
、前記第２部品収容テープに接続するのに適した第１部品収容テープを前記表示部に表示
するように構成されている、表面実装機。
【請求項６】
　前記第２部品収容テープは、所定の識別コードを有しているとともに、
　前記複数の第１部品収容テープは、それぞれ、異なる識別コードを有しており、
　前記第１部品収容テープおよび前記第２部品収容テープのそれぞれの識別コードを読み
取り可能な識別コード読取装置をさらに備え、
　前記制御部は、前記第２部品収容テープの所定の識別コードおよび前記第１部品収容テ
ープの識別コードの両方が読み込まれた際に、前記第１部品収容テープが前記第２部品収
容テープに接続されたと判断するように構成されている、請求項５に記載の表面実装機。
【請求項７】
　前記制御部は、前記第２部品収容テープに接続された第１部品収容テープが前記第２部
品収容テープに接続するのに適した前記第１部品収容テープではないと認識した場合に、
前記告知部にエラーを告知させる制御を行うように構成されている、請求項６に記載の表
面実装機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するために、この発明の第１の局面による表面実装機の部品供給管理シ
ステムは、基板に実装するための複数の部品が収容されている部品収容部材が装着された
部品供給部を備えた表面実装機の部品供給管理システムであって、部品収容部材に収容さ
れた部品が基板に実装される前の生産準備時において、部品収容部材に収容されている部
品の部品残数が基板の生産に必要な部品の部品必要数よりも少ない場合に、警告を告知す
る告知部と、基板の生産予定量に基づいて部品供給部から基板に実装される際に必要とさ
れる部品の部品必要数が記憶された部品必要数記憶部と、部品収容部材に収容された部品
の部品残数を記憶する部品残数記憶部と、部品収容部材に収容された部品が基板に実装さ
れる前の生産準備時において、部品残数記憶部に記憶された部品の部品残数が部品必要数
記憶部に記憶された部品の部品必要数よりも少ない場合に、警告を告知するように告知部
を制御する制御部と、表面実装機の部品供給部とは異なる場所に設けられた複数の第１部
品収容テープの情報が記憶された保管テープ情報記憶部と、制御部と接続された表示部と
を備え、部品収容部材は、第２部品収容テープを含み、制御部は、部品残数記憶部に記憶
された部品の部品残数が部品必要数記憶部に記憶された部品の部品必要数よりも少ない場
合に、第２部品収容テープに接続するのに適した第１部品収容テープを保管テープ情報記
憶部に記憶された複数の第１部品収容テープから所定の優先順位を付けて選択する制御を
行うとともに、第２部品収容テープに接続するのに適した第１部品収容テープを表示部に
表示するように構成されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　この第１の局面による表面実装機の部品供給管理システムでは、上記のように、部品収
容部材に収容された部品が基板に実装される前の生産準備時において、部品収容部材に収
容されている部品の部品残数が基板の生産に必要な部品の部品必要数よりも少ない場合に
、警告を告知する告知部を設けることによって、基板の生産を行う前に、生産に必要な部
品が不足していることを作業者に知らせることができるので、作業者に対して、部品収容
部材に部品を補充する作業を行うように促すことができる。これにより、作業者が部品収
容部材に部品を補充した場合に、生産中に基板に実装される部品が不足するのを抑制する
ことができるので、部品収容部材に収容された部品が実装されないまま基板の生産が行わ
れるのを抑制することができる。その結果、部品が実装されていない基板に対して、部品
を実装する作業を別途行う必要がなくなるので、基板の生産が完了するのが遅くなるのを
抑制することができる。また、部品必要数記憶部および部品残数記憶部により、容易に、
部品供給部から基板に実装される際に必要とされる部品の部品必要数、および、部品収容
部材に収容された部品の部品残数を記憶することができるとともに、制御部により、部品
必要数および部品残数に基づいて生産に必要な部品が不足しているか否かを算出すること
ができる。また、容易に、第２部品収容テープに接続するのに適した第１部品収容テープ
を選択することができる。また、作業者は、第２部品収容テープに接続するのに適した第
１部品収容テープを視覚的に認識することができるので、作業者が第２部品収容テープに
接続するのに適さない第１部品収容テープを第２部品収容テープに接続するのを抑制する
ことができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記第１の局面による表面実装機の部品供給管理システムにおいて、好ましくは、制御
部は、複数の第１部品収容テープのうち登録された時の最も古い第１部品収容テープを第
２部品収容テープに接続するのに適した第１部品収容テープとして選択するように構成さ
れている。このように構成すれば、古い第１部品収容テープから基板の生産に使用される
ので、古い第１部品収容テープが残るのを抑制することができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記第１の局面による表面実装機の部品供給管理システムにおいて、好ましくは、第２
部品収容テープは、所定の識別コードを有しているとともに、複数の第１部品収容テープ
は、それぞれ、異なる識別コードを有しており、第１部品収容テープおよび第２部品収容
テープのそれぞれの識別コードを読み取り可能な識別コード読取装置をさらに備え、制御
部は、第２部品収容テープの所定の識別コードおよび第１部品収容テープの識別コードの
両方が読み込まれた際に、第１部品収容テープが第２部品収容テープに接続されたと判断
するように構成されている。このように構成すれば、作業者により第１部品収容テープが
第２部品収容テープに接続された際に、制御部に第１部品収容テープと第２部品収容テー
プとが接続されたことを認識させるために作業者に別途作業を行わせるのを抑制すること
ができる。これにより、作業者に対する作業負担が増加するのを抑制することができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　この場合において、好ましくは、制御部は、第２部品収容テープに接続された第１部品
収容テープが第２部品収容テープに接続するのに適した第１部品収容テープではないと認
識した場合に、告知部にエラーを告知させる制御を行うように構成されている。このよう
に構成すれば、容易に、作業者が第２部品収容テープに接続するのに適さない第１部品収
容テープを第２部品収容テープに接続するのを抑制することができる。
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【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　この発明の第２の局面による表面実装機は、基板に実装するための複数の部品が収容さ
れている部品収容部材が装着された部品供給部と、部品収容部材に収容された部品が基板
に実装される前の生産準備時において、部品収容部材に収容されている部品の部品残数が
基板の生産に必要な部品の部品必要数よりも少ない場合に、警告を告知する告知部と、基
板の生産予定量に基づいて部品供給部から基板に実装される際に必要とされる部品の部品
必要数が記憶された部品必要数記憶部と、部品収容部材に収容された部品の部品残数を記
憶する部品残数記憶部と、部品収容部材に収容された部品が基板に実装される前の生産準
備時において、部品残数記憶部に記憶された部品の部品残数が部品必要数記憶部に記憶さ
れた部品の部品必要数よりも少ない場合に、警告を告知するように告知部を制御する制御
部と、表面実装機の部品供給部とは異なる場所に設けられた複数の第１部品収容テープの
情報が記憶された保管テープ情報記憶部と、制御部と接続された表示部とを備え、部品収
容部材は、第２部品収容テープを含み、制御部は、部品残数記憶部に記憶された部品の部
品残数が部品必要数記憶部に記憶された部品の部品必要数よりも少ない場合に、第２部品
収容テープに接続するのに適した第１部品収容テープを保管テープ情報記憶部に記憶され
た複数の第１部品収容テープから所定の優先順位を付けて選択する制御を行うとともに、
第２部品収容テープに接続するのに適した第１部品収容テープを表示部に表示するように
構成されている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　この第２の局面による表面実装機では、上記のように、部品収容部材に収容された部品
が基板に実装される前の生産準備時において、部品収容部材に収容されている部品の部品
残数が基板の生産に必要な部品の部品必要数よりも少ない場合に、警告を告知する告知部
を設けることによって、基板の生産を行う前に、生産に必要な部品が不足していることを
作業者に知らせることができるので、作業者に対して、部品収容部材に部品を補充する作
業を行うように促すことができる。これにより、作業者が部品収容部材に部品を補充した
場合に、生産中に基板に実装される部品が不足するのを抑制することができるので、部品
収容部材に収容された部品が実装されないまま基板の生産が行われるのを抑制することが
できる。その結果、部品が実装されていない基板に対して、部品を実装する作業を別途行
う必要がなくなるので、基板の生産が完了するのが遅くなるのを抑制することができる。
また、部品必要数記憶部および部品残数記憶部により、容易に、部品供給部から基板に実
装される際に必要とされる部品の部品必要数、および、部品収容部材に収容された部品の
部品残数を記憶することができるとともに、制御部により、部品必要数および部品残数に
基づいて生産に必要な部品が不足しているか否かを算出することができる。また、容易に
、第２部品収容テープに接続するのに適した第１部品収容テープを選択することができる
。また、作業者は、第２部品収容テープに接続するのに適した第１部品収容テープを視覚
的に認識することができるので、作業者が第２部品収容テープに接続するのに適さない第
１部品収容テープを第２部品収容テープに接続するのを抑制することができる。また、上
記第２の局面による表面実装機において、好ましくは、第２部品収容テープは、所定の識
別コードを有しているとともに、複数の第１部品収容テープは、それぞれ、異なる識別コ
ードを有しており、第１部品収容テープおよび第２部品収容テープのそれぞれの識別コー
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ドを読み取り可能な識別コード読取装置をさらに備え、制御部は、第２部品収容テープの
所定の識別コードおよび第１部品収容テープの識別コードの両方が読み込まれた際に、第
１部品収容テープが第２部品収容テープに接続されたと判断するように構成されている。
この場合において、好ましくは、制御部は、第２部品収容テープに接続された第１部品収
容テープが第２部品収容テープに接続するのに適した第１部品収容テープではないと認識
した場合に、告知部にエラーを告知させる制御を行うように構成されている。
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